
令和 4年度 第 2回地域医療支援病院に関する委員会 

開催日時 令和 4年 8月 24日(水)  13時 30分から 14時 10分まで 

開催場所 大垣市民病院 2病棟 1階 会議室 

議 題 定例報告及び紹介率向上への取組みについて 

出席委員 

(敬称略 ) 

委員長    大垣市医師会長        沼口 諭 

副委員長 大垣歯科医師会会長      片野 雅文 

委員   大垣市医師会副会長      竹中 清之 

委員   大垣市医師会理事       森  俊治 

委員   安八郡医師会副会長      町田 崇史 

委員   大垣歯科医師会副会長     馬淵 直樹 

委員      大垣薬剤師会長        松本 正平 

委員   大垣市女性連合会長      竹中 昌子 

委員      岐阜協立大学看護学部准教授  馬場 貞子 

委員   弁護士            鈴木 一朗 

公開区分 公開 

傍 聴 人 なし 

概 要 1．報告事項 

(１)定例報告事項 

1)よろず相談・地域連携課から、①紹介率・逆紹介率、②地域連携を介した診察・検

査件数、③開放型病床利用状況、④救急統計、⑤地域の医療従事者に対する研

修・講演会の開催状況、⑥地域連携クリニカルパス登録状況、⑦OMNet 利用状況、

⑧地域の医療機関との連携相談実績について報告した。 

①紹介率……4年 4月～4年 7月：60.5％ 

逆紹介率…4年 4月～4年 7月：125.5％ 

②地域連携予約診察件数…4年 4月～4年 7月計：3,949件 

地域連携予約検査件数…4年 4月～4年 7月計：329件 

③開放型病床登録医数…4年 7月末：160人(医科 131人、歯科 29人) 

利用率…4年 4月～4年 7月：15.0％ 

④救急受診患者数…4年 4月～4年 7月計：10,122人(月平均 3,374人) 

救急車利用件数…4年 4月～4年 7月計：2,579件(月平均 860件) 

救急入院患者数…4年 4月～4年 7月計：858件(月平均 286件) 

⑤地域医療従事者に対する研修…4年 4月～4年 7月開催数：4回、院外受講 

者 15人 

＊病診連携カンファレンス、西濃がん早期診断研修会、診療報酬に関する委員会

等 

市民対象講演会等…4年 4月～4年 7月開催数：3回、院外受講者 34人 

⑥地域連携クリニカルパス登録状況…4年 4月～4年 7月登録総数 295件 



4年 7月末時点でのパス開始からの登録総数：11,503件 

⑦OMNet利用状況…4年 7月末時点の利用登録医療機関：118機関 

診療情報閲覧に同意した患者総数：36,055人 

  ⑧地域の医療機関との連携相談実績…4年 4月～4年 7月計：3,256件 

医療相談実績…4年 4月～4年 7月計：415件 

 

2) 上記の報告について次のとおり質疑応答等が行われた。 

（委員） 

共同利用の開放型病床利用で 4月から 7 月まで合計が 20人で利用患者詳細一覧

では 17人になっているのはどういう差か。 

（事務局） 

 患者さんが月を跨いで入院されていれば、それぞれの月で計上することになって

いる。 

（委員） 

 利用患者詳細一覧に緊急緩和ケア病床の内容は入っているか。内容を挙げてもら

えると何科のどういう疾患で入院されたのか分かり、より利用率が高まることに繋

がるかと思う。 

（事務局） 

 今後内容を挙げるようにする。 

（委員） 

 よろず相談の相談件数が減ったのは新型コロナの影響か。 

（事務局） 

 そう考えている。 

（委員） 

 医療相談を周知している所属は。 

（事務局） 

 地域医療連携部のよろず相談・地域連携課で周知している。院内の色々な所に掲

示してあり、がん相談も含めてそれを目にして患者さんがよろず相談・地域連携課へ

行くことが多いのではないかと思う。 

（委員） 

 共同利用のＭＲＩの件数が増えたことについて、ＭＲＩは 1日何件予約できるのか。

救急医療を行い予約も受けることになり昨年度と比べ 14件増えて、もっと増えても大

丈夫なのか。 

（事務局） 

 ＭＲＩの予約は 1日 2枠あり、新型コロナの影響で昨年度が少なかったということが

あり戻りつつある状況と考えている。 

 

(2)紹介率向上への取り組みについて 



1)よろず相談・地域連携課から、紹介率向上への取り組み状況について次のとおり

報告した。 

  ①令和 4 年度 4 月から 7 月までの患者さんからの電話予約実績は 279 件。地域

別では大垣市の先生が約 9 割を占めている。診療科別では歯科口腔外科が約

3割を占めており小児科、皮膚科の順となっている。 

②かかりつけ医紹介センターの相談件数は、令和 4年度 4月から 7月まで 17件。

診療科別としては、消化器内科と循環器内科が 23.5％、神経内科が 17.6％で、

この 3科で 6割以上を占めた。 

 

2) 上記の報告について次のとおり質疑応答等が行われた。 

（委員） 

 電話予約で歯科口腔外科の予約が多い理由は。 

（事務局） 

 歯科口腔外科は 1年以内に受診の患者さんは電話予約としているので多いと思う。 

（委員） 

 直接来院ではなくクリニックの予約か患者さんの電話予約のどちらかでいいと。 

（事務局） 

 その通り。 

 

2．その他 

（委員） 

 外来予約でＷＥＢ予約を行っていると言われていたが利用状況はどうか。 

（事務局） 

 ＷＥＢ予約は１か月に数件の申し込みで、現在、周知に努めている。 

（委員） 

 消化器内科の医師が減り大腸カメラ検査依頼は３か月待ちになっていると聞く。

胃カメラの検査予約の件数は去年と同じ位の件数だが待ちはないのか。 

（事務局） 

 ＣＦに比べれば手間はかからないので胃カメラはできている。 

（委員） 

 出荷調整により入ってこない薬、新規に取れない情報等がある中、地域の薬局な

りに対応ができると思うので院外処方があれば送ってもらえればと思う。また、 

その後カロナールは改善されているのか。 

（事務局） 

 院内では 14 日分制限でお願いしており少しずつストックを溜めている。近い内

には 30日分に緩和できると思っている。 

次回開催 令和 4年度第 3回委員会は 11月 25日に開催予定とする。 

 


